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(1)「あかつき」(PLANET-C)の運用状況概要

（１） 2010年5月21日6時58分、H-IIAロケット17号機により金星探査機「あかつき」
（PLANET-C）を打ち上げた。

（２） 同日、H-IIAロケット17号機からの分離後、米国のゴールドストーン局入感
（10時00分）後にテレメトリー受信を行い「あかつき」（PLANET-C）の太陽電池
パドルの展開が正常に行われたことを確認した。

（３）同日、内之浦宇宙空間観測所において「あかつき」
（PLANET-C) の標準姿勢制御モード(三軸姿勢制御
モード)への移行を確認し、20時にクリティカル運用期間
を終了した。

（４）現在は、初期機能確認運用中。

（（１）～（３）の運用結果の詳細は次ページ以降のとおり。）
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写真：「あかつき」(PLANET-C) を分離
＜モニタカメラ写真＞



(2)「あかつき」(PLANET-C) の運用結果

イベント
飛行計画

(打上げ後経過時間）
実績 実施日時（JST)

打上げ 0分 0分 5月21日 6時58分

衛星分離 約27分 約27分 5月21日 7時25分

太陽電池パネル展開 約31～35分 約31分 5月21日 7時30分

X軸太陽指向 約35分 約35分 5月21日 7時33分

X軸スピン開始 約50分 約50分 5月21日 7時48分

内之浦局第一可視入感 約9時間42分後 約9時間42分後 5月21日 16時41分

３軸制御開始 約12時間後 約11時間32分後 5月21日 18時30分

３軸太陽指向 約12時間30分後 約12時間05分後 5月21日 19時03分

ΔV 約13時間06分～26分 初期軌道修正不要(*1)

*1 DSN(ゴールドストーン局、キャンベラ局)のレンジングによる軌道決定の結果、
H-IIAロケットによる軌道投入精度が良好であったため、初期軌道修正作業は不要であると判定した。
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(３)クリティカルフェーズ直後に実施した
搭載カメラの試験動作画像（5月21日）

UVI IR1 LIR
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「あかつき」(PLANET-C)には5台のカメラが搭載されており、そのうち紫外イメージャ（UVI）、1μｍカメラ（IR1）、
中間赤外カメラ（LIR）の3台を用いて、打ち上げ当日である5月21日夜に内之浦宇宙空間観測所との通信中にカ
メラの立ち上げを行い、機器状態を確認するために地球撮影を行った。撮影時刻は5月21日午後8時50分頃で、
この時「あかつき」から地球までの距離は約25万kmであった。この画像は左から、UVI(0.365μm), IR1(0.9μm),
LIR(8-12μm)であり、「あかつき」から見た地球の視直径は約2.8度である。「あかつき」が地球の夜側方向を飛行
しているため、UVI, IR1カメラの画像では地球が逆三日月状に見えているが、LIRカメラは太陽光の反射光ではな

く地球からの赤外線放射を検出するので、日夜の領域に関係ない画像が得られている。この撮影結果から、これ
らの機器の状態が現時点で確認が済んだ範囲において正常であると判断した。なお、2μｍカメラ（IR2）と雷・大気
光カメラ（LAC）の立ち上げは探査機内部のガスコンタミが低減された時期での立ち上げを計画している。



(４) 今後の運用について

打ち上げ
準備段階

打ち上げ段階

初期運用段階
金星周回
軌道投入

定常観測段階 後期運用段階

クリティカル
運用期間

初期機能確認
運用期間

クルージング
期間

クリティカル
運用期間

姿勢系
検証運用期間

定常運用期間
後期観測
運用期間

本日

追跡管制隊
発足

(2010年3月16日)

追跡管制隊
作業開始

(2010年5月21日)

探査機
分離

3軸姿勢
確立

追跡管制隊
解散

(2010年
12月下旬)

ΔV
実施開始

(2010年
12月7日)

校正用天体観測
黄道光観測
精密軌道決定

定常観測
終了

(打ち上げ後2.5年)

L-約6時間L-約2月

観測データ校正
公開用データ準備・公開（軌道投入後約1年後から）
レベル1プロダクト（校正済みデータ）
レベル2プロダクト

（幾何情報付き・検証済み校正データ）
科学成果創出・公開・出版、国際会議開催

確認
終了
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(参考) プロジェクトの目的
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(参考) 軌道計画
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(参考) 国内・国際協力関係
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宇宙科学研究所

PLANET-Cプロジェクトは宇宙科学研究所と国内の大学・研究機関との
協力を中心に、さらにESAの金星探査計画（Venus Express）と堅固な
協同推進関係を保ちつつ進められている。
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